
JCMプロジェクトの進め方について

（公財）地球環境戦略研究機関
気候変動とエネルギー領域
プログラムマネージャー
高橋健太郎
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JCMプロジェクトのサイクル
1.方法論の開発

2.方法論の承認

3.PDDの作成・バリ
デーションの実施

4.プロジェクト
の登録

5. モニタリング
レポートの作成

6.ベリフィケーショ
ンの実施

7.クレジット発行

• ローカルステークホルダーコンサル
テーション（LSC）を通じた相手国政
府関係者の理解促進と関係構築

• バリデーションプロセスにおける審査
の負担減

• モニタリングポイントの簡素化

• ベリフィケーションプロセスにおける
審査の負担減

• 方法論開発の負担軽減
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事業者の負担の少ない方法論開発
JCM方法論開発において、デフォルト値の設定がカギ。また、
事業者のモニタリングの負荷を減らすことが基本方針。
これまでの知見・経験の蓄積により、方法論開発の期間が短
縮。

国名/技術 チラー 太陽光 LED 織機

バングラデシュ 1 1（審議中） 1（審議中）
カンボジア 1 1
エチオピア 1
インドネシア 1 1（審議中） 1 1
ケニア 1
モルディブ 1
モンゴル 1
パラオ 1
タイ 1 1 1
ベトナム 1（審議中） 1（審議中）
コスタリカ 1（審議中） 1（審議中）
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LSCの実施を通じた関係者の理解促進
LSCの実施に際しては、JCMパート
ナー国側事業者だけでなく、現地政
府・自治体とのコミュニケーション
が重要。

円滑にプロジェクトが実施できるよ
う現地政府などの関係者のプロジェ
クトに対する理解を促進することが
目的。

LSCを通じ、現地政府関係者との
ネットワークを構築できるよい機会
ともなる。

参加者事例
プロジェクト参加者
インドネシア地方自治体職員
インドネシア繊維協会
地方商工会議所
インドネシアJCM事務局

LSC実施時の様子
（JCM登録プロジェクト：ID005）
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JCM審査の簡素化
各方法論において、必要なデータを入力すれば、自動的に排
出削減量が算定可能なスプレッドシートを開発。

バリデーション・ベリフィケーションにおいて、入力・選択
した値に対してチェックは行われるが、排出削減量の結果及
び算定過程に対して、疑義が生じる余地はない。
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モニタリングポイントの簡素化

JCMでは環境十全性を確保
しつつ、簡素で実用的な方
法論を開発。

方法論開発の段階では、プ
ロジェクトを実施する際に、
通常、モニタリングする
データをモニタリング項目
として検討。

結果として、モニタリング
の負荷が軽減された方法論
が開発され、20以上の承認
方法論において、モニタリ
ング項目が2つ以下。

モニタリング図
（出典：JCM登録プロジェクト TH_001 PDD）
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ご清聴ありがとう
ございました

IGESは「気候変動」に関連するツイッ
ターを始めました。ぜひフォローをお願
いします。

@IGES_Climate_JP

@IGES_Climate_EN


